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子どものスポーツ振興



子どもの定義

•乳幼児期（義務教育年齢に達するまで）

•学童期（小学生）

•思春期（中学生からおおむね１８歳まで）

•乳幼児期→保護者同伴が必須

•学童期→低学年は保護者同伴、学年が上がると子どもの意志

•思春期→自分で行動、部活動の影響、心身の不安定な時期

スポーツ参加
に関連すると



子どもを取り巻く環境の問題

•スポーツや外遊びに
不可欠な要素の減少
•時間
•空間
•仲間

＋ 手間

子どもを巡る
「さんま（間）」の

不足



子どもの身体と運動に関する課題

•コロナ禍を経た不活動の影響
•強制的な一定期間の不活動

•在宅時間の増加

•友達と過ごす時間の減少

• マスクの着用

•公園よりも自宅の近く

•友達よりも家族と運動

•❌早期に運動スポーツ嫌い

•◯運動による快感情の経験

•する→従来のスポーツ参加

•みる→応援する

•支える→興味をもつ（学ぶ）



全国の幼児（3～6歳）を対象とした運動実施状況に
関する調査研究（笹川スポーツ財団、2023）

園外で「1日も外遊びをし
ていない」幼児は8.1％

平日に園外で「全く外遊び
をしない」幼児は46.6％

（出典：笹川スポーツ財団「2023年度全国の幼児（3～6 歳）を対象とした運動実施状況に関する調査研究」）

運動実施頻度が高い幼児ほど、平日
の「スクリーンタイムが2時間以上」の
割合は低い



全国の幼児（3～6歳）を対象とした運動実施状況
に関する調査研究（笹川スポーツ財団、2023）

両親ともに週1日以上の運動・スポーツをし
ている家庭の幼児は、運動時間が長い

親子で一緒に体を動かして遊ぶ頻度が
多いほど、他者を思いやり協力的に行
動できる、いわゆる社会性が高い傾向



子ども（4～11歳）のスポーツ参加
（笹川スポーツ財団、2023）

•実施した運動・スポーツ種目

• 1位 おにごっこ 57.2％

• 2位 ドッジボール 32.0％

• 3位 水泳 31.4％

• 4位 自転車あそび 29.4%

• 5位 ぶらんこ 28.9%

• 6位 なわとび、サッカー
25.4％

• 運動・スポーツ実施頻度群
• 高頻度群（運動頻度が週7回以上）＝

43. 3％

•女子
• 非実施群（過去1年間にまったく運
動・スポーツをしなかった）＝3.5%
（1.1％増）

• 低頻度群（運動頻度が年1回以上週3
回未満）＝20.8%（1.6％増）

• 中頻度群（運動頻度が週3回以上週7
回未満）＝36.2%（ 2.3％増）

• 高頻度群=39.4%（5.1％減）

（出典：笹川スポーツ財団「子ども・青少年のスポーツライフ・データ2023 4～21歳のスポーツライフに関する調査報告書」）



運動好きと嫌いの割合
（笹川スポーツ財団、2019年）

（出典：笹川スポーツ財団「子ども・青少年のスポーツライフ・データ2019 4～21歳のスポーツライフに関する調査報告書」）



運動スポーツが好きという経験を創出したい
＝運動スポーツ嫌いのイメージを知る

（出典：笹川スポーツ財団「子ども・青少年のスポーツライフ・データ2019 4～21歳のスポーツライフに関する調査報告書」）

疲れる

うまくできない
苦手



こどものスポーツ
参加の支援は母親
が担当→負担

（出典：笹川スポーツ財団「子ども・青少年のスポーツライフ・データ2019 4～21歳のスポーツライフに関する調査報告書」）

子どものスポーツ参加と保護者
（笹川スポーツ財団、2019）



両親の健康・父親の育児参加

• 父親の育児支援が子供の思春期のメンタ
ルヘルスを改善（Kato et al, 2023)

• 生後半年時点での父親の積極的

育児参加

• 16歳時点で子供のメンタル不調が

起こりにくい

• 生後１歳までのこどもをもつ親のメンタルヘルス

（Takehara et al., 2020)

• 父か母もメンタルヘルスの不調のリスク有と判

定された世帯は 15.1%、夫婦両方は3.4%



こどもカルチャー
＝スポーツ文化に触れる居場所の創出

•疲れないスポーツ

•上手くいかなくて問題な
いスポーツ

•スポーツに参加しづらいこ
どもの居場所

•お金がかからない

•1人でできる



女性のスポーツ振興

•子ども・青少年のスポーツライフ・データ 2023



Well-being（ウェルビーイング）

•個人や社会のよい状態

•健康と同じように日常生活の一
要素であり、社会的、経済的、環
境的な状況によって決定

• （WHO,2021）

•包括的な概念

• SDGｓの実現とも深く関連

•女性のスポーツ振興の視点

（出典：http://www.otsuka.co.jp/health_illness/menopause/chenge.html）

http://www.otsuka.co.jp/health_illness/menopause/chenge.html


女性のスポーツ実施率
（文部科学省、2023）

週１回以上
20代女性 44.8 %
30代女性 40.0%
40代女性 42.3%

1日30分以上汗をかく
程度の運動を週2回
以上1年以上継続
20代女性 14.9%
30代女性 13.3%
40代女性 16.9%

（出典：スポーツ庁「令和4年度『スポーツの実施状況等に関する世論調査』」 ）



就学期の男女にみられる週総運動時間
•小学5年生 •中学2年生

1週間の総運動時間が60分未満の割合
小学5年女子は16.2％→中学2年は25.1％ vs 男子は9.0％から11.3%

（出典：スポーツ庁 「令和5年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果報告書」）



女性のライフイベントと運動

•若年女性の痩せ

• Lookism （外見至上主義）の問題

•外見のみを重視して判断され、
容貌や容姿を理由に差別を受け
ること

• SDGsの目標「人や国の不平等を
なくそう」と深く関連

•年齢・性別・国籍などいかなる理
由による差別もあってはならない

（出典：厚生労働省「令和元年国民健康・栄養調査結果の概要」 ）



女性のライフイベントと運動

•青年・壮年期

•結婚、妊娠、出産

•初婚年齢29.7歳（2023年）

•東京は30.7歳

•第一子出産年齢31.0歳（2023年）

•就業率（25～44歳の女性）
56.5％（S60)から78.6％（R3)

•女性のライフスタイルも多様化

（出典：内閣府「男女共同参画白書 令和4年度版 全体版」）



ポジティブアクション（積極的改善措置）
•指導的立場にいる女性の割合を2020年までに30％にする

（出典：内閣府「男女共同参画ホームページ（ポジティブ・アクション）」）



フェムテック Femtech
• Female（女性）+Technology（テクノ
ロジー）

•月経

•不妊・妊活

• ウェルネス（女性特有疾患）

• セクシャルウェルネス

•妊娠・産後

•更年期

•女性特有の健康課題をテクノロ
ジーの力で解決するための製品・
サービス

•女性のスポーツ参加の支援

• マタニティスポーツ

• プレメノポーズスポーツ

• メノポーズスポーツ

•生理の貧困問題



中高年女性の心身の変化

•閉経に伴う更年期障害
•平均閉経年齢約50歳（40～59歳）

• エストロゲンの低下により、骨粗
鬆症、動脈硬化のリスクが増加

•更年期障害
• のぼせ、汗、寒気、冷え症、動悸、
胸痛、息苦しさ、疲れやすい、頭痛、
肩こり、めまい

• イライラや怒りっぽいなどの情緒不
安定、抑うつ気分

• 腰痛や関節痛、嘔気や食欲不振、
皮膚の乾燥感やかゆみなど

•高齢期
•長寿な日本人女性
•平均寿命と健康寿命の
差→10年以上

•介護、認知症

（出典：厚生労働省「平均寿命と健康寿命をみる」）



フレイル（虚弱：Fraility）

身体的
要因

精神的
要因

社会的
要因



生活環境としてのWalkability
（ウォーカビリティ）

•Walkability Index
(Fran et al., 2010)

• ある地点から徒歩で到達
できる範囲に、生活利便
施設、商業・レジャー施
設、教育・学び施設と
いった生活をする上で近
くにあって嬉しい「都市の
アメニティ」がどれだけ集
積しているかを100点満
点で評価する指標

(中谷と埴淵、2019より）



Physical activity and built environment
身体活動と構築（建造）環境

• Built environment 構築（建造）環境

•生産された空間編成のうち、可視的な
文化を形成する周辺空間

•歴史的な建物や町並みといった人工
的なものと一体になった自然環境

•人間によって管理された自然環境

•例：里山

•文化的美的価値が存在

•街並みの美しさ→身体活動量
の増加に貢献

•景観の良い好きな道を歩く

•自然と歩数が増加

•美しさと身体活動量

スポーツやスポーツをめ
ぐる環境に新しい価値＝

美という価値観



2025 in Tokyo
•世界陸上2025

•陸上に全く興味のない人たちの
参加を促進

•競技場を拠点にしたスポーツと
関係のない生活文化イベント

• アート

• フード
• SDGs

•他の魅力に釣られてスポーツの
場に来たら意外と楽しかったと
いう新しい体験

•デフリンピック
•聞こえない聞こえるは関係ない
誰でも参加型のイベント

• Cool Japanを活用した広報



Adapted/ Inclusive Dance/Sports
•ルールを作らない

•やってはいけないがない

•新しい事を歓迎

•違った事を個性として尊重

•音楽とダンス

•ダンスで生じるグルーブ感

•快感情の創出

•音楽、光、映像をはじめとする
アートの活用

Be creative



フィジカルリテラシー

•第3期スポーツ基本計画(2022年〜) 

•フィジカルリテラシーとは

•体育・保健体育の授業等を通じて運
動好きな子供や日常から運動に親し
む子供を増加させ生涯にわたって運
動やスポーツを継続し、心身共に健
康で幸福な生活を営むことができる
資質

• リテラシィ（literacy)：文字の文化や書
き言葉の世界を意味

（出典：日本スポーツ振興センター「フィジカルリテラシー JSC情報・国際部情報戦略事業資料」）



フィジカルオラリティ

•オラリティ(orality)：リテラシー
に対比される概念

•即興的で一過性の話し言葉の世
界や声の文化を意味（対面関係、
座談など）

•言葉だけでない身体的な相互作
用、声音、表情、しぐさ、語りから
他者理解や共感を実現

•スポーツによるオラリティ
• （何となく）楽しそう
•言葉にならない場の創出
•スポーツオーラ？

•勝手に行列のできるス
ポーツ施設？

スポーツに新しい
価値の創出



女性・子どものスポーツ振興を考える

スポーツを巡る新しい環境を創出

従来のスポーツ参加にない発想
新しいカルチャー（生活文化スポーツ）の発信

スポーツ嫌い、スポーツ参加を阻害する要因から攻める


